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　長岡大学はこの間、COC事業の一環として、産
業競争力（平成 25 年度）、創造人材（平成 26 年度）、
人口減少問題（平成 27年度）の地域課題解明に取
組んできました。今年度は、さらに、地域における
ボランティア活動の現状を把握し、一層の活性化・
発展をめざしてシンポジウムを開催します。
　長岡市内では、ジュニアからシニア世代まで幅広
く、経験や技術を活かして様々なボランティア活動
が行われています。しかし他方で、メンバーの高齢
化や世代交代の難しさから、シニア世代のボランティ
ア活動に困難も見えています。こうしたなかで、ボラ
ンティア活動を一層促進するためには、ボランティアセンターの役割がより重要になっています。
　本シンポジウムでは、ボランティア活動に関する調査結果を報告するとともに、ボランティア活動を推
進する方々をパネリストに迎えて、長岡地域におけるボランティア活動の活性化・発展の方向を議論した
いと考えます。
　長岡地域でボランティア活動を推進し、関心をお持ちの方 な々ど、50 名超の皆様にご参加いただき、
盛況のうちに終了することができました。
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文部科学省「地（知）の拠点（ＣＯＣ）整備事業」（平成25～29年度）／「地（知）の拠点大学による地方創生 
推進事業（ＣＯＣ＋）」（平成28～31年度）＝長岡地域＜創造人材＞養成プログラム

２０１６長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
ボランティア活動で人の輪（和）をつくろう！

記
１　名　　　称　　2016長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
２　テ　ー　マ　　ボランティア活動で人の輪（和）をつくろう！
３　時　　　期　　平成28年11月18日㈮　14：00～16：30　＊13：30～受付開始
４　会　　　場　　長岡市社会福祉センター（表町2-2-21）
５　参　加　費　　無　料
６　次　　　第

　　第１部　基調報告　　「ボランティア・NPO活動の現状と課題」
　　　　　　　　　　　　　　　長岡大学准教授　米　山　宗　久 　

　　第２部　パネルディスカッション
　　　テーマ：「ボランティア活動で人の輪（和）をつくろう！」
　　パネリスト
　　　長岡市社会福祉協議会ボランティアセンター班長 宇佐美　信　久 氏
　　　NPO法人市民協働ネットワーク長岡 高　橋　秀　一 氏
　　　長岡傾聴ボランティアサークル会長 田　所　典　子 氏
　　　フードバンクにいがた長岡センター 山　崎　一　雄 氏
　　　長岡大学准教授 米　山　宗　久 　
　　　 コーディネーター　長岡大学地域連携研究センター運営委員長　原　田　誠　司 　

７　主　　　催　　長岡大学地域連携研究センター
　　後　　　援　　長岡市、長岡商工会議所、長岡市社会福祉協議会、NPO法人市民協働ネットワーク長岡
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　本日はお忙しいところ、地域連携研究センターのシンポジウムにご参加をいただきましてありが
とうございます。長岡大学の地域連携研究センターは平成25年度に開設されましたが、毎年この時
期にはセンター主催のシンポジウムを開催してきました。これまでは、主に地域経済や産業に関す
るテーマで行って参りましたが、今回はじめて「ボランティア」をテーマとして行わせていただく
ことになりました。
　この横断幕にも、「地（知）の拠点」というマークがついていますが、長岡大学は平成25年に文部科
学省の「地（知）の拠点」整備事業に「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」というプログラム名
で応募し、県内で唯一選定されました。このプログラムの中で本学は、長岡地域の３つの課題として、
産業の活性化、市民協働による社会課題解決、地域コミュニティの活性化ということを挙げており
まして、これに対して、これまで教育、研究、社会貢献の面から地域を志向した取り組みを進めて
きました。その中の市民協働による社会課題解決の一つとして、ボランティア人材の育成を掲げて
おり、その基盤となる地域のボランティアの現状について調査研究を行いました。
　今回、基調報告を行う本学教授の米山がおりますが、この米山の担当する授業では、実際に学生
が地域の現場でボランティアを体験するものがあります。私のゼミに所属する学生の中にこのボラ
ンティアの授業に参加した学生がおりました。それまでの彼に対する私の印象では、彼は割と自己
中心的に物事を考える傾向にあり、あまりボランティア的な活動には向かないだろうと思っており
ました。しかし、この授業に参加してから少し雰囲気が変わりまして、彼は児童館のボランティア
を行っていたのですが、授業で決められた時間数をクリアしてその後どうしているのかと聞いたと
ころ、彼はアルバイトを辞めて、その後も時間のある時に同じところにボランティアに行っている
ということでした。彼自身の意識に少し変化があったのかなと思っております。本学としては、今
後もこのようなボランティア関連の授業を活性化していくことによって、将来の地域に貢献できる
人材を育て行きたいと考えております。
　今日ははじめてのボランティア関係のテーマで行いますが、今後、私たち大学として何ができる
のか、どのように取り組んで行くべきか等を皆様と一緒に考えて参りたいと存じます。
　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

主催者の開会ご挨拶

長岡大学学長
地域連携研究センター長　

村　山　光　博

2016・11月長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
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　みなさんこんにちは。長岡市社会福祉協議会の本田と申します。今日のシンポジウムが、11月１
日にオープンしたこの長岡市社会福祉センター「トモシア」で開かれ大変うれしく思っております。
　先ほど聴覚に障害のある方と話をしていたら、「トモシアというのは、ともに幸せ、ともに寄り添っ
て幸せという発想だから、こういう風に。」と手話を教えていただきました。皆さんも是非覚えてい
ただければ幸いです。
　トモシアの紹介をさせていただきますと、１階にはボランティアセンターがあります。
　こちらではボランティアに関する相談と同時に、いろいろな皆さんのお話をお聞かせいただき、皆
さんとの接点をつくるマッチングに力を入れてボランティア活動の活性化を図っています。さらに１
階にはカフェ「く・る～む」があります。障害のある方の就労の場であり、障害のある方もない方も、
多くの市民の方をあたたかく包んでいこうというコンセプトのもとカフェを運営しています。まだま
だ試運転の段階ですが、お立ち寄りの際は、是非御利用いただければ幸いです。
　２階には、社会福祉協議会をはじめ、地域包括支援センター、障害者の相談基幹センター、老人
クラブ、保護司会、遺族会、福祉人材センター等、福祉に関わる相談機能や事務室が集約されてい
ます。お気軽に御相談ください。
　３階には、150名を収容できるこちらの多目的ホールをはじめ、研修室、会議室があります。ボラ
ンティアや市民活動の場として利用できますので、大いに活用していただければと思っております。
　このようにボランティア・市民活動の拠点となる施設がオープンしました。私ども社会福祉協議
会はこれまで以上に、ボランティア活動の活性化を推進してまいります。
　そして、多様化するボランティア・市民活動において、
　•ふだんの　くらしの　しあわせ　である福祉の精神
　• 一人ひとりの持っている思いやりの心、助け合いの心をひとつの「ともしび」として持ち寄り、

それを大きく育て、障害のある方もない方も、高齢者も若者も共に生きる仲間としてお互いに
支え合う「ともしび運動」の精神

　•すべての人たちがともに幸せになる、希望の光をともすというトモシアの精神
を共有し、開かれたこの社会福祉センターで、ここにお集まりの皆さんとともに前に進んでまいり
たいと思っております。
　最後になりますが、長岡大学では、このトモシアのオープンに合わせ、市内のボランティア活動
の一層の促進を図るため、大学内にボランティア調査研究会を設置されました。今年度の事業の柱は、
市内のボランティア団体とNPO、そして県内のボランティアセンターの活動状況の調査と分析であ
り、もう一つはこの度のシンポジウムであるとお聞きしております。
　長岡大学の日頃からの地域連携活動に敬意を表しますとともに、今後も地域福祉活動の推進に御
協力をお願い申し上げ、開会の挨拶に代えさせていただきます。

長岡市社会福祉協議会会長
ご挨拶
長岡市社会福祉協議会会長

本　田　史　朗

2016・11月長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
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テーマ：「ボランティア活動で人の輪（和）をつくろう！」

NPO法人
市民協働ネットワーク長岡
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長岡大学地域連携研究センター
運営委員長
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２０１７長岡大学地域連携研究センターシンポジウム第2部　パネルディスカッション

＜コーディネーター＞
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◉ ３点にわたり議論をします!

原田誠司（長岡大学地域連携研究センター運営委員長）
　それではこれから第２部、後半のパネルディ
スカッションをはじめたいと思います。テーマ
は、「ボランティアで人の輪（和）をつくろう！」
です。
　まず、進め方を申し上げます。最初に、パネ
リストの方の自己紹介をお願いします。その後、
先ほどの報告で大きく３つくらいの論点があげ
られましたので、３つくらいのテーマで議論し
たいと思います。第１に、ボランティア活動の
現状をどう見るかという点です。基調報告で最
後に整理しましたが、もう少し具体性に議論し
たいと思います。
　第２に、今後、ボランティア活動を活性化し
ていくためにはどうしたら良いか、その辺につ
いて議論したい。第３は、今日このボランティ
アセンターが新設されましたが、ボランティア
センターで何をするか、センターの機能ついて
議論できたら、と思います。
　自己紹介については１人１分くらいでお願い
します。それ以降のご発言については、だいた
い３分くらいでお願いしたい。全体としては、
90分くらいで、時間は限られていますので、ご
協力いただければと思います。
　それでは最初に自己紹介を簡単にお願いし
たいと思います。まず宇佐美さんからお願い
します。

◉ ボランティアセンターへのご提言を!

宇佐美信久 （長岡市社会福祉協議会ボランティアセンター）

　皆さん今日は。私は長岡市社会福祉協議会ボ
ランティアセンターボランティア活動推進班の
宇佐美信久と申します。
　私は社会福祉協議会に入りましてまもなく20
年が経過しようとしています。当初の10年間は
介護の事業に関する部門におり、その後山古志
支所の勤務３年間を経て、現在のボランティア
センターに勤務しています。本来であれば、ボ

ランティアセンター長や地域福祉課長が登壇さ
せていただくべきところですが、他用がござい
まして、私のような若輩者がお話させていただ
くことになりました。今日はよろしくお願いし
ます。
　こういったパネリストとしての役割は今日初
めてです。今日はボランティアセンターへのご
提言を賜りたいと思いますので、よろしくお願
いします。
原田　どうもありがとうございました。それ
では次に市民協働の高橋さんよろしくお願い
します。

◉ 市民協働センターで＜つながり＞をつくろう!

高橋秀一 （NPO法人市民協働ネットワーク長岡）

　皆様今日は。NPO法人市民協働ネットワー
ク長岡の高橋と申します。当NPO法人は、ア
オーレ長岡の東棟３階にあります「ながおか市
民協働センター」を運営しています。皆様に
は、「らこって」という冊子がお手元にあると
思いますがそちらを使って紹介させていただき
たいと思います。市民活動情報誌らこっては、
「そうらこって」と方言を使うことで皆さんに
親しみを持ってもらい、様々な市民活動を認知
してもらえたらと思い毎月発行しております。
　それでは、ながおか市民協働センターにつ
いてご紹介します。見開きに、「協働のまち
長岡」として、長岡市が協働のまちを推進して
いることがわかります。われわれも、NPO法
人として、行政、市民活動の方々、企業の方々
など、様々な組織の皆様とつながり、より良い
暮らし方やまちづくりをテーマに、協働してお
ります。また、１頁めくっていただくと、市民
協働センターの支援メニューがあります。まず
は、「つながる！」ですが、個人の方やボラン
ティアをやりたい人、団体同士をつなげていま
す。次に「ひろがる！」です。ホームページや
フェイスブックなどによる情報発信もしていま
す。そして、「あつまる！」ということで、こ
ちらは資金調達です。活動するにはお金が必要

＜ボランティアで人の輪（和）をつくろう！＞
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ですので、申請書づくりの支援もしています。
「まなべる！」では、講座等を開催しておりま
す。さらに、「つかえる！」ということで、こ
ちらのトモシアもそうですが、協働センターも
活動の拠点として使っていただけるように、印
刷機があったり、会議室なども無料で借りるこ
とが出来ます。
　ですから、皆さんが、何かしら、やりたいと
いうところがあれば、是非、ご相談していただ
ければ、と思います。以上です。
原田　どうもありがとうございました。それで
は次にお隣の山崎さん、お願いします。

◉ フードバンクにいがたをご紹介します!

山崎一雄 （フードバンクにいがた長岡センター）

　フードバンクにいがた長岡センターの山崎で
す。よろしくお願いします。皆さんのところに
お配りしてあります紙が２枚ほどあります。黄
色い紙、それから「フードバンクにいがたにつ
いて」というA４版の資料があります。これに
基づきまして、この後の具体的な活動の内容を
詳しく説明させていただきます。　
　その前に、「フードバンクにいがた」、または
「フードバンク」という名称を聞いたことがあ
る方、挙手していただけますか。ありがとうご
ざいます。とても多くの方が挙手いただきまし
た。ありがとうございます。私も多くの方はこ
の中で顔見知りの方が多くてありがたく思って
おります。ただ、まだ「フードバンクにいがた」
は日本に入りまして十数年しか経っていませ
ん。新潟ではまだ４年なのです。もうちょっと
遡りますと、スタートはアメリカでして、1967
年にアメリカでスタートしています。いま日本
には40数団体、アメリカには203団体、ヨーロッ
パにもあります。その中でこういう機会をいた
だいて、皆さんにフードバンクの活動をご理解
いただきたいということで今日、寄せてもらっ
ています。よろしくお願いします。
原田　どうもありがとうございました。それで
は次に、傾聴ボランティアサークルの田所さん
お願いします。

◉ 傾聴活動で高齢者等支援を!

田所典子 （長岡傾聴ボランティアサークル会長）

　傾聴ボランティアサークルの田所と申しま
す。よろしくお願いします。なぜ、私が傾聴を
はじめたかということをまず、お話ししたいと
思います。実は、中越地震のとき私は日赤病院
で手術を受けておりまして、個室に入っていま
した。全て電源が落ちて、エレベーターも使え
ない、看護師も緊急でいなくなってしまって、
ほとんど外部との接触がなくなって、主人は自
宅がめちゃくちゃだったものでなかなか来られ
なくて、１週間から10日くらい、ほとんど誰と
も話せないような日が続きました。
　そのときに、顎が硬くなって、ものが言いに
くくなるということをはじめて経験しまして、
ああ人間ってしゃべれなければ駄目なのだと
思いました。退院して、松葉杖をつきながら、
近くの施設でおしゃべりをさせてくださいと、
伺ったのがきっかけでした。おしゃべりをして
いるうちに、これは、勉強しなければ駄目だ、
と思って傾聴の勉強をはじめた。勉強をはじめ
たら仲間がいなければ駄目だなと思って、サー
クルを立ち上げて、この11月に７年目に入りま
した。
　傾聴という言葉はだいぶ一般的になっている
と思うのですが、もともとは＜ピアサポート＞
という、ヨーロッパ、アメリカの考え方で、同
じ連帯の人達が何か問題を持っている人を支え
ようということからはじまったものです。それ
が1999年にその考え方を学びに行った人が日本
に持ち帰って、何がいま日本で大事かというと、
いま一番高齢者に対するサポートが必要なので
はないかということで、高齢施設に対する傾聴
を中心にボランティアの養成をはじめて、ここ
にきて、全国的に広まっているということです。
　長岡では、私たちのサークルでは28名の会員
がいまして、デイサービス４カ所、グループホー
ム１カ所、それから老健施設２カ所、知的障害
者の作業所、知的障害者の老健施設、個人のお
宅８名というところで、皆で手分けをして自分
の行けるところの曜日をつかって活動するとい
うことで活動しています。
　とにかく信頼関係ができなければなかなかお
話はできないものです。それを得るために、半
年くらいかかる。ですから、自分ができる範囲
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で長く活動してもらうということを基礎に皆さ
んと一緒に活動をしてきています。よろしくお
願いします。
原田　どうもありがとうございました。もう第
１クールまで入ってしまうような話でしたが。
　それでは自己紹介が終わりましたので、最初
のテーマで、ボランティア活動の現状について
議論したいと思います。先ほどの基調報告と、
現在やられているボランティア活動あるいは支
援の現状を絡めてご発言いただきたい。あるい
は現在活動されている観点からいうと、このア
ンケート結果のこの辺はなかなか良いがこの辺
は疑問だというところがあれば、ご指摘いただ
ければと思います。自己紹介で米山は残ってい
るのですが、先ほど基調報告をしましたので、
省略します。
　それでは、フードバンクの山崎さんから、現
在のボランティア活動の現状とご意見について
お願いします。

◉ 生活困窮者自立支援法や障がい者支援施設
等に広く食品を提供

山崎　先ほどの資料にもとづいてお話をさせて
いただきます。米どころ新潟でも、ご飯を食べ
られない人がいます、というショッキングな内
容です。まだ食べられるのに捨てられている食
品がいっぱいありますよ、とここに書いていま
す。それでグリーンの囲みで、「もったいない」
から「ありがとう！」へということです。簡単
に言いますと、「もったいない」食料品を、「あ
りがとう」へつなげたい。当然、生活困窮だっ
たり障がい者施設だったり、または引きこもり
だったり、またいまちょっと話題になっている
子ども食堂などの支援を行なっています。
　この余っている食品、「もったいない」食品
から、「ありがとう」へつなげる、この「から」
という部分が、フードバンクにいがたの活動で
すね。具体的には、この右側の真ん中辺に「飽食」
と書いてありますが、事業系廃棄物715万トン、
食品ロス500 ～ 800万トン、合わせて500 ～ 800
万トンが、食べられるのに、捨てられています。
いま、日本のコメの生産量はだいたい800万ト
ンくらいです。それくらいの食品が捨てられて
いる。こんなもったいないことはない。
　海外をみますと、アメリカ等では、教会でそ

ういう人たちへの施しというか分かち合いが行
われています。
　厚生労働省の資料（国民生活基礎調査）によ
れば、相対的貧困率と子どもの貧困率のグラフ
に示してありますが、昨年の４月から、「生活
困窮者自立支援法」が施行されました。各市町
村でその施策が動いています。食べもの、生活、
働くところ、住むところがなくて困っている、
方々の支援を行う、という法律です。各市町村、
例えば、南魚沼市ですと社会福祉協議会、小千
谷市ですと小千谷市役所がその任を担っていま
す。長岡はパーソナルサポートセンターが担っ
ています。
　フードバンクでは、困っている人と余ってい
る食品をマッチングする活動をしています。ま
た、地域的に集めたものは、できるだけその地
域の方にお渡するように行っております。
　ただ、最近、個人の方から、私は食べるのに
困っているから提供していただけませんか、と
いう問い合わせがきますが、今は、契約してい
る施設以外には提供しておりません。長岡では
12施設、新潟ですと、全部で62施設くらいあり
ます。施設との契約で提供しています。契約し
ている施設経由で個人にも長岡ですと、５人ほ
どいっています。これは母子家庭の方で働いて
らっしゃるのですが、子どもが５人いられて、
なかなか食費が大変だからということで、生
活保護を受けていませんが、フードバンクか
ら提供しております。知的障害の方がやはり理
解不足で、障害者年金をもらうとすべてお菓子
を買ってしまって食べるお米がないというよう
な、そういうところにもお出ししたりしていま
す。生活困窮者自立支援法に基づく制度の上で
お渡ししているものと、障がい害者支援施設、
それから長岡ですと児童養護施設、そういうと
ころにも届けています。また、一部引きこもり
支援団体、一部薬物依存の支援団体などにも定
期的届けています。

◉ お米の寄付は多い。寄付の充実を!

山崎　新潟はお米の寄付がとても多くて、お米
の寄付を現在大変多くいただいているものです
から、月に20キロから30キロ核施設にお届けし
ている。また年末12月等では北九州と東京へ炊
き出し用のお米をNPO法人へ寄付させていた
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だいているという活動もいま現在しています。
　なかなか知られていないのですが、昨年の
データをお示します。2015年４月から2016年３
月までの１年間、新潟全体で集めた食料品は17
トンあります。当然お米が大変多いです。それ
から、寄付をしたものは13トンあります。それ
だけ多くをお預かりし、お届けさせていただい
ているというところです。
　いま現在、フードドライブといいまして、長
岡市社会福祉協議会さんでは、偶数月に来場者
が気軽に寄付できるような形をとっておりま
す。各支所にもお願いして集めさせていただい
たり、またはながおか医療生協さんの施設とか
そういうところでもやっております。また連合
中越さんの関係ではメーデーのときにそんな活
動をしたり、またはいろいろな行政や、この前
は原信さんから協力いただいたりもしていま
す。原信さんの組合とかそういうところからも
寄付を多くいただいております。ボランティア
活動については、人が少ない、または資金が足
りない、ことが現在の大きな課題として抱えて
おります。長くなりましたが。ありがとうござ
います。
原田　もう少し短くお願いします。１つ質問で
す。例えば、お米を集めてそれで施設に届ける
のは、具体的にどのようにして行っているので
しょうか。一言で説明してください。
山崎　寄付いただく方は、私の携帯電話に連絡
をいただくか、または社会福祉協議会や市民協
働センター等に連絡がいって、私につながって、
私が取りに行くなり寄付をもってきていただき
ます。それを倉庫に保管しておき、月末に寄付
するという形です。
原田　ここに書いてある「企業１団体」という
のは、１社しかないということですか。
山崎　これは会員です。企業会員は年会費１万
円、個人会員は年会費2000円。それ以外に多く
の方から寄付をいただいています。
原田　ボランティア登録者16名とは…
山崎　ボランティアの16名は、会員にはならな
いけれどもボランティアはできますよと。お金
は払わないけれどもボランティア活動には協力
いたします、という方です。
原田　それも登録するわけですね。
山崎　ええ、一応個人情報をいただかないと連
絡できないものですから。

原田　16人では少ないですよね。
山崎　これは長岡だけで16人。ほとんど同じだ
から毎回やっていただいております。
原田　次に田所さんから、傾聴について活動の
状況をお話しいただけたらと思います。

◉ 傾聴の基本は、丸ごと受け入れと寄り添うこと!

田所　傾聴ボランティアは、お話を聴くことに
特化したボランティアです。資料を見ていただ
きたいのですが、よくカウンセリングと混同さ
れることがあります。
　お話を聴くのは一緒ですが、カウンセリング
はその後に問題点を見つけて、その問題を解決
する方策を示します。ところが傾聴は一切そう
いうことはしません。話を聴く、その人は、例
えば普通自分がどんどん話をしていくと、話し
ているうちに本人が問題に気付く。その気づく
手助けをするだけでその後結論を出したりする
のはご本人。だから私たちはとにかく話を聴く
ことをします。そこがカウンセリングと大きな
違いです。
　手書きで読みにくい資料を出してしまって申
し訳ないのですが、４頁目を見ていただきたい
のですが、新聞投稿よりというところです。こ
れは私たちがやらなければならないことの基本
を書いた詩です。東京の地方紙に載ったもので
す。作者の方は連絡をとらしていただいたら、
難病をかかえてらして両足の指を切断してし
まって、いま歩行困難になっているというよう
なことをお聞きしました。その方が新聞に投稿
した詩です。
　ここに書いてある、「病人は、話を聴いてほ
しいのです／苦痛や怒りや不安や羨望…／湧き
起こるもろもろの感情に／いつでも耳を傾けて
ほしいのです／心の平安と成長のために／じた
ばたと揺れる姿を／ずっと見守っていてほしい
のです」、これが私たちの傾聴の基本です。そ
の人の状態を丸ごと受け入れるということ、そ
の人に寄り添う。この２つのことだけなのです、
大きなことは。それをもとに私たちは、いま高
齢者の方、認知症の方、知的障害の方のところ
に行ってお話を聴いています。
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◉ 多様な反応に正しく対応できるように勉強!

田所　１つ注意しなければいけないのは、例え
ば認知症の方の場合、いろいろな症状がありま
すね。アルツハイマー症とかレピー小体型とか。
そういう症状によって注意しなければならない
ところが違うのです。そこを勉強してからやら
ないと、間違った形で聞くと、かえって怒らせ
たり、感情を高ぶらせたり、悪い結果になると
いうことがある。私たちは常に勉強しながらお
話を聴く活動をしています。
　話を聴きに行っても、相手は人間ですので、
様々な反応があります。その反応で私たちは戸
惑ったり、こんなことを言われてしまった、怒
られてしまった、というのを、またサークルに
持ち帰って、皆の前で話す。こういう反応が
あったのだよというと、それはこういうところ
が違ったのではないかとか、もっとこうしたら
良いのではないかとか、この次はこうしてみよ
うよということを話し合いながら活動をしてい
ます。
　とりあえず話してもらうというところまでい
くまでに、３か月から半年くらいかかります。
だいたい月１回、多い方は月２回、３回という
ふうにお会いしているのですが、月１回ですと、
３か月でようやく顔をおぼろげながらわかって
もらえる。あなたこの間どこかで見たね、とか。
そうそう、そういえば前にも来ていたねという
のが３か月くらいで、半年くらいになると、な
んとなく、ああ今日は良い天気だから良かった
ね、ということを言ってもらえる。１年くらい
かかるとようやく会話が少しずつ進んできて、
昔はこうだったよね、という話が出てくる。そ
のくらい時間がかかるものなのです。だから私
たちは、無理せず長続きする活動をしたいとい
うふうに考えています。新しく入ってもらった
方には、一度施設に行ってもらわないとわから
ないところがいっぱいあるので、とりあえず一
緒に行きましょうと施設に行って、もうもう、
ええっとか言いながら帰ってこられる方もい
らっしゃいますが、その中から皆で見つけ出し
てこれからやっていこうよというふうにしてい
ます。
　社協さんがやっている傾聴講座、先週でした
か、今年11月に終わったのですが、そこでチラ
シを蒔かせていただいて、そのなかから興味が

あるから傾聴をやってみたい、見学良いですか
という方が何人かいらっしゃって、そういうこ
とで毎年毎年会員になっていただく方も増えて
いるという。
　まるきり知らなくてもできることなのです
が、それでもやはり少しずつ勉強していかない
と難しいところがあるのは一番問題だと思って
います。
原田　どうもありがとうございます。いま何人
くらいの方がボランティアで活動していて、具
体的に、AさんならAさんという人がどこから
どういう連絡があって例えばこういうふうにし
ているとか、その活動の仕方も簡単に教えてく
ださい。

◉ 事前の準備をしっかりして傾聴に臨む

田所　活動の情報は、全部、いま私のところに
集まります。施設から直接来るのがほとんどで
す。個人の場合はお宅にうかがったり、老健施
設の場合はお部屋にうかがう。それで１対１で
話を聴くという形ですが、それはケアマネさん
を通して話がきます。話が来た段階で皆で話し
合って相手の都合とこちらの都合を合わせて、
いきます。１つデイサービスを例にとりますと、
１日１時間、だいたい午前中来てくださいとい
うところが多いのですが、10時から11時まで１
時間。相手の方は15、６人の方がいらっしゃっ
て、テーブルが２つくらいになって、６人ずつ
２つ。そしてそこに４、５人が１施設に行くの
が、だいたいいまのところそんなところですが、
各テーブルに２人くらいが入って話を聴く。こ
ちらの話、こちらの話と聞いて１時間すごして
帰ってくる。
　個人の場合は、ケアマネさんと第１回目は一
緒に行きます。というのは、個人というのはや
はりいろいろ問題が起きる可能性があるという
ことがある。それで事前にケアマネさんとしっ
かり打ち合わせをします。個人の場合は一人暮
らしで、認知症のある方が多いのです。そうい
う方の症状などをしっかり聞いて、それで一緒
にうかがう。
　気を付けなければならないのは、ものが壊れ
たとか、私たちが行ったからものが壊れた、置
いてあったものがなくなった、というのが一番
困ることなので、それに対応できるようにケア
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マネさんとしっかり話をしてからお伺いすると
いうことです。
原田　いま傾聴ボランティアの方は何人くらい
が活動しているのですか。
田所　サークルとしては28人在籍していて、だ
いたい22、３人が毎月活動しています。先ほど
言ったようにかなりたくさんの施設にうかがっ
ているので、一人のひとが何カ所もいく場合も
ありますが、せいぜい２、３か所が限度ですね。
原田　わかりました、ありがとうございます。
それでは、米山さんに、学生のボランティアに
ついてお願いします。

◉ ボランティア論とボランティア体験で学生に
ボランティア活動の契機を!

米山宗久 （長岡大学准教授）

　私は、ボランティア論という科目を前期（４
月から７月）に担当しています。座学が多いの
ですが、座学だけでは面白くありませんので、
ボランティア団体の方、個人のボランティアの
方、ボランティアコーディネーターの方、社協
の方をお招きして、実際の内容をお聞きした後
にグループワークをしています。
　最初はボランティアをするきっかけは何か、
何があれば自分はボランティアをするのかとい
うところから入っていくのですが、その後にボ
ランティアを今度さらに行動まで移すにはどう
したらよいか。アンケートの件もありますが、
会員を増やすためにはどうしたら良いのか、と
いうことを学生自身で考えさせるという形で授
業をやっています。
　前期は60名の学生が参加してくれまして、グ
ループワークはだいたい１グループ６人の10
グループという形でグループワークをしてい
ます。
　夏休みには、ボランティア体験の授業で、実
際に体験します。大学の近くの栖吉児童館、山
通りの児童館、その他には越後丘陵国営公園の
里山の会の方のところにいっていただく。ある
いは、フードバンクさんに行っていただく、地
域循環ネットワークさんに行っていただく。さ
らに、三条でやっている子どもたちと一緒に
100キロ歩くという旅がありますので、その裏
方をやってみたり。いろいろなところに自分の
希望で行く形になっています。その発表会はす

でに終わりまして、悠久祭のときに各個人、グ
ループごとに発表して、自分自身で発見したこ
と、反省すべきことは何かということをやりま
して、多くの学生が反省点等を検証して、次の
ボランティア活動に続けるという形になってい
ます。
　ボランティア体験が終わった後も児童館に
行って、実際に活動を続けている学生もいます。
子どもたちからまた来てねと言われて、また行
きたい、というきっかけづくりにもなっている
かと思います。以上です。
原田　ありがとうございました。次に、ボラン
ティア活動の支援の現状について宇佐美さんか
ら、お願いします。

◉ 長岡のボランティア活動は活発

宇佐美　資料は用意してきたのですが、時間が
なさそうなので、かなりカットして話をさせて
いただきたいと思います。
　私どもの上部組織に、全国社会福祉協議会全
国ボランティア市民活動振興センターがありま
す。そのセンターでは、昨今のボランティア、
市民活動をとりまく環境は大きく４つの要素が
あると言っています。１つは、地域の生活課題
や個人、家族の福祉ニーズが多様化、複雑化、
深刻化してきたこと。２つ目には、災害が多発
して被災者支援に対する市民の意識と参加が高
まっていること。３つ目は、ボランティア・市
民活動に参加する人々が子どもから高齢者、ボ
ランティアが企業まで拡大してきていること。
４つ目が、介護保険制度や生活困窮者自立支援
制度といった国の制度の見直しに伴ってボラン
ティア、市民活動に注目が集まっているという
こと。以上の４つが大きな要素として挙げられ
ています。
　時間の都合もあって、この４つの要素に関す
る話は割愛させていただきたいと思うのです
が、長岡市内でも同様にこれらの要素を含んだ
課題、またその課題に対する取り組みであるボ
ランティア、市民活動は行われています。
　市内の取組みをされている活動者数ですが、
ボランティア活動が多岐にわたり、調査の基準
もあいまいなので、確定的な数字は把握できて
いません。ボランティア活動保険への加入者で
みると、昨年度長岡市内の加入者数は一部重複
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を含めて8,442人です。個人の加入者です。人
口当たりでは、22人に１人の方が加入されてい
ることになります。県都の新潟市では36人に１
人、上越市では44人に１人で、県内20市でもトッ
プの加入者数割合です。長岡市は意欲的に活動
されている方が多いと言えます。

◉ ＜ささえる、つながる、きずく＞で支援

宇佐美　ボランティア活動に対して、私ども社
協のボランティアセンターは、これまで、＜さ
さえる、つながる、きずく＞というコンセプト
で、支援してきました。
　まず、＜ささえる＞では、ボランティア団体
の育成・支援を、各種講座、社協だより、ホー
ムページ等の広報を通じたボランティアグルー
プへの入会勧奨、活動資金の助成情報の提供な
どで行ってきました。
　次に、＜つながる＞は、これが本来私どもの
業務になるのかと思うのですが、ボランティア
活動に参加したい方と、ボランティアを募集す
る方の橋渡しをやってきました。ボランティア
連絡協議会を通じて加盟団体同士の交流・情報
交換の場を設けております。
　最後の＜きずく＞ですが、活動者のすそ野を
広げるために、ボランティア大学を開講してお
ります。ボランティア大学は基礎講座、介護講
座、傾聴講座、初心者講座の４つの講座を開催
しております。基礎講座は全14回シリーズで、
福祉系のボランティアに関する様々な基礎的な
知識、講義、体験を通して学ぶ。介護講座では、
その名の通り初歩的な介護技術の習得、高齢者
福祉制度に関する制度を学ぶ。傾聴講座は、春
と秋に３回シリーズで、傾聴とコミュニケー
ションに関する技術を学ぶということで講座を
開催しています。４つ目の初心者講座は、手話、
点音訳、要約筆記等の技術系ボランティアの初
歩的な技術を学ぶ講座を開講しています。
　＜きずく＞という面で欠かせないのが、児童、
青少年期からの思いやりの心を育てる、触れる
機会を持つことです。市内の小中高等学校、特
別支援学校の全校を社会福祉協力校として指定
して、赤い羽根共同募金を財源として各学校の
福祉活動にかかわる費用を助成しています。こ
の助成金をもとに、各学校で各学校の地域に応
じた活動が展開されています。あわせて社協の

職員等が学校に出向いて指導していたりすると
いう形になっています。
　そのほかに、ボランティアセンターの事業と
しては、ボランティア連絡協議会の活動資金と
なる古切手の収集や整理、各種ボランティア保険
の受付、ハートカーの運行なども行っています。
　いままでは、このように社会福祉協議会の一
組織として社協内の課や各支所地域にある支所
と連携をとりながら、また市内のボランティア
団体と協力を得ながら、これまで主に福祉に関
するボランティアの育成の部分に力点を置いて
きました。他方で、本来業務であるコーディネー
ト業務ですとか、他の団体との連携については
あまり実績があがってこなかったというのが実
情だと思っています。
原田　どうもありがとうございます。ちょっと
質問です。ボランティア保険の概要を教えてく
ださい。

◉ トモシアの施設も充実

宇佐美　ボランティア保険は、いろいろな種類
の保険があります。単発のボランティア活動保
険は、ボランティア活動の際の、相手に対する
賠償保険とか、自分のケガに対する保険になっ
ています。年度ごとの保険です。
原田　保険料はどれくらいですか。
宇佐美　概ね300円で、災害ボランティアの場
合は510円です。
原田　わかりました。本学の学生も入っていま
すので。もう１つ、＜つながる＞の、いままで
のマッチング件数はどのくらいか。講座の総受
講者数もどのくらいか。教えてください。
宇佐美　これは聞いて喜ぶ話ですが、このトモ
シアに来てから相談者が増えています。旧セン
ターでは３日に１人くらいですが、ここでは毎
日、相談者がおります。新施設を見に来ている
方もいると思いますが、活動に関心をもってい
ただくことができるので、それでもよいと思っ
ています。毎日、２～３件の相談があります。
　ボランティア大学の受講者は基礎講座が年間
30 ～ 50人くらい、介護講座20人、傾聴講座が
人気で、あわせて60人、初心者講座があわせて
30、40人くらいです。
原田　それは卒業証書とか出るのでしょうか。
宇佐美　一応修了証書がでます。
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原田　修了証書を受けた人が保険に加入して、
ボランティア活動に向かうという感じですか。
宇佐美　実際には、ボランティア大学を出た後
すぐに活動をはじめられる方はそうそういな
い。半数程度ではないかと思います。ただあち
こちに、修了者の方を見かけることができます
ね。そういった方を見ると嬉しくなります。
原田　すると、ボランティア保険に加入した人
は半分くらいが講座出身ですか。
宇佐美　そんな多くはないですね。３割もいな
いのではないでしょうか。
原田　でも、非常に良いですね。わかりました。
目標についてはあとで聞きます。どうもありが
とうございました。それでは市民協働の高橋さ
んにお願いします。

◉ ボランティア活動がしやすい環境づくりが重要

高橋　市民協働の活動のなかに、ボランティア
活動の活発化支援があります。地域でのボラン
ティア活動や市民活動団体を立ち上げたい方に
対して支援をしています。ボランティアは大き
く、地域型とテーマ型（例えば、子育てとか福
祉など）の活動があると思います。
　市民協働センターに来られる方は、どちらか
というとテーマをもっている団体の方が非常に
多くいらっしゃいます。NPO法人は、市内に
約70団体あります。その他に任意の市民団体は
正確な数は正直把握できませんが600団体は存
在しております。災害系の活動は、一定期間後
に終了するケースも多いです。
　市民協働センターでは、ボランティア活動支
援を明示しているわけではありませんが、アオー
レ長岡東棟の長岡市役所総合窓口にボランティ
ア相談があった場合は、われわれのセンターに
こられる方も多いです。その際は、福祉等様々
な活動団体等について紹介し、情報提供を行っ
ています。相談に来られる方は、月に１～２人
くらいです。
　先ほどから、ボランティアの人材が不足して
いる点が指摘されています。私は、その要因の
一つとしてボランティア活動に価値を見いだせ
ていないのではないかと思います。ご自身の家
族や身の回りに何らかの課題を持っており、そ
の解決に取り組むというような状況が大きく左
右するのではないかとも思います。現状ではボ

ランティア活動をやりたい方がいる一方で、や
れる場・環境づくり、そういう情報提供が重要
ではないか、と思っています。
原田　どうもありがとうございました。市民協
働ネットワークの諸活動のなかで、ボランティ
ア活動・相談・支援は、どのくらいの比重です
か。例えば、７対３とか。位置づけ。
高橋　相談は月に１件、月に70件くらいになり
ます。他の団体との連携、資金の問題、組織の
強化など多様ですが、やはり人材不足している
点が一番多いのではないでしょうか。その人材
も、だれでも良いというわけではありませんの
で、なかなか難しい問題ですね。
原田　どうもありがとうございます。あとでま
たその点お聞きしたいと思います。第１クール
が終わったのですが、時間がなくなってきまし
た。パネリストの方の発言で、だいたいどうい
う活動をされているかということは理解できま
した。
　第２クールと第３クールを合わせて、ボラン
ティア活動の課題・活性化の方向、ボランティ
アセンターの方向を一緒にして、議論したいと
思います。なぜボランティア団体が増えていな
いのか、人材不足をどうするか、ボランティア
活動の契機、自発的な行動・活動への方策など、
どうするか。そのための情報の提供をどうする
か、いい方法はないか。その点も重要だと思い
ます。これらの諸点について、お願いしたい。
田所さん、どうですか。

◉ 傾聴グループを各地に増やす!

田所　新しいボランティアのサークルができて
こないということですよね。
原田　田所さんのボランティアの傾聴グループ
はどんどん増えているというのであれば良いの
ですが。
田所　私たちのグループは、社協の傾聴講座に
声をかけて立ち上げたサークルです。その前に
何年も傾聴講座をやられています。現実に、第
１期卒業の方がいま90歳になられて、それでも
その方は私たちのサークルにまた入ってきてく
ださって、いまだに傾聴活動を行っています。
地域でそれぞれに活動しているグループはある
と思います。
　でも、個人情報の関係で連絡をとりたくても
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電話番号はわからないし、連絡できません。小
国地域とか、結構、遠いところのケアマネさん
から、うちに来てくれませんかという要請があ
ります。いくつかは行っているのですが、とて
も行ききれない状況です。近くにそういうサー
クルがあって紹介できればよいのですが。受け
皿が広がり、皆さんの傾聴の場が広がっていく
と思うのですが。そういうことがいまは、一切
無い状況です。そういうことをできる場が社協
のボランティアセンターかなと思っているので
すが。
原田　情報ですね。すぐに得られる。それは１
つあると思います。

◉ 有償化の問題の検討も必要!

田所　それからもう１つ。ここで言うことかど
うかわからないのですが、ボランティアの有償
か無償かの問題です。私たちは、ここに皆が集
まってやるのも、無償で来ていますし、その他
に各施設にいくのもガソリン代から何から全部
自分たちで、無償でやっています。そういうと
ころの話が出た時に、え、そこまでということ
が現実にはあります。でもそれを乗り越えて皆
集まってきてくださっている。そういう意味で
は、やはり意識が高い方が行っている。そこま
でできないわと言われる方も実はいらっしゃい
ます。なぜ有償にしないのかと。そういうとこ
ろも１つ問題としてはあるのかなと思います。
　ついでにもう１つ言わせてください。実は赤
い羽根募金で、私たちも年会費2000円ずついた
だいているのですが、ほとんど郵便の送料でな
くなってしまいます。勉強会をやるのにはいろ
いろなところから補助金をいただかないとでき
ない状況です。必死で補助金をいただいて、そ
れこそ協働センターに、補助金の窓口はどこか
にありませんかと聞いています。赤い羽根の場
合、部内の勉強会には使えないのです。だから
もっと、自分たちが学習するものに使えるよう
な補助金はないか。そういう補助金があれば、
どこでもいただきに行きたい感じです。余計な
事ですが。
原田　それでは山崎さん、お願いします。

◉ 体制の構築へ －フードバンク長岡の場合－

山崎　先ほどもお話ししましたように、フード
バンク自体はまだ活動自体が若い団体ですし、
知名度が低い。商品を集める活動、先ほどいっ
た「もったいない」部分、それから寄付を募る
活動、その中にいるコーディネートをするフー
ドバンクの人間、この３つが一緒になって活動
する必要があります。寄付はもらってもお届け
する場所がない、または寄付とお届け先がある
のだけれどもそこで活動する人がいないという
ような状況をどう解消するか、まだフードバン
クの場合は大きな課題です。その辺の調整を私
がいま図っているところです。
　まだまだ人とのつながりをどう強化するか。
市民協働ネットワークの高橋さん、社会福祉協
議会の宇佐美さんとお話しして、人を手配して
いただく。そんな活動の段階です。だから、ま
だできてから浅い団体ですので、活動自体はボ
ランティアも含めてまだまだ初歩的な段階だと
いうところです。
　今回とてもうれしかったのは、夏休みに長岡
大学の学生さんが３人フードバンクに８月、９
月に延べで30時間から40時間くらい来ていただ
いたことです。１人の学生さんが、私は人の前
で話たり、人と接するのがとても苦手だったの
ですが、ボランティアをやることによって、少
し慣れたような気がしますと言っていました。
この言葉を聞いたときに、ああボランティアを
やってもらってよかった、と実感しました。実
際に、そういう効果がるとわかってよかった。
ボランティア活動でそういう個性を伸ばしてい
ただければうれしい。
原田　ありがとうございます。米山先生どうで
すか。

◉ 座学だけでなくボランティア活動を!

米山　私とすれば、学生にいかに自発的な意思
で行ってもらえるかという点が重要です。案
外引っ込み思案の学生たちが多い。男女別でみ
ると男性が多いのですが、男性の方が引っ込み
思案の学生が多い。男の学生をいかに自発的に
ボランティア活動に進むか。私が来年やろうと
思っているのは、強引でも良いので、ボランティ
ア論のなかで１度は課題で、ボランティアに一
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度行ってこい、それが１日の課題。そこから何
か発見するものがあれば、楽しかった、それだ
けでも良い。そうすればまた次につながる可能
性もある。来年はそうやってみようかなと思っ
ています。ただ座学をやるばかりではなくて、
ボランティア体験の１つ手前のキーポイントと
してやってみようかと思っています。
原田　今年の大学祭＝悠久祭で、ボランティア・
フォーラムを開催しましたね。先ほどの話やア
ンケートでもそうですが、学生がボランティア
活動に参加すると非常に良いという、学生に
とっても良いし、すでにボランティア活動をや
られている団体にとっても非常に良いというこ
とのですね。では、学生を参加する方向にもっ
ていくといった場合、米山さんが今年やられた
中で、ボランティア活動なり団体に関する情報
は十分に大学から提供されていますか。

◉ 学生が自発的にボランティア活動へ

米山　基本的にはボランティア体験は夏休みな
のですが、一応自分で探してきなさいという話
はしたのですが、実際はそこまで行動に移せな
いということで、今回は私がメニューを、子ど
も関係でいえばここでどうでしょうかというよ
うなメニューをつくってしまいました。そこに
集中してしまったという形もあります。
　ただ、実際にふたを開けてみましたら、山通
児童館、栖吉児童館で大変喜ばれて、ぜひ来年
も来てほしいというような、逆に良かったとこ
ろもあったのですが、自発的にボランティア先
を自分で探すというところは来年度やってみた
いなということです。
　そのためには、ボランティアセンターに足を
運んでという形でもっていきたい。それから市
民協働センターにも。
原田　情報提供等ボランティア活動を充実させ
る方策について、お伺いします。まず、高橋さ
んから。相談は多いこと言いましたね。そうす
ると現在のボランティアの相談とボランティア
センター、社協の関係は具体的には連携して
やっていると考えてよいのでしょうか。

◉ 相談者のニーズに対応した情報提供 
－マッチングの観点から－

高橋　そのあたりはまだじゅうぶんではない。
宇佐美さんとは情報共有していますが…
原田　それは個人のレベルですか。
高橋　１対１というわけではなく、両組織の職
員のレベルで、進めているということです。で
も情報共有の＜場＞があるかといえば、現状で
はなかなか出来ていません。情報発信という観
点でいうと、私たち協働センターでは、ホーム
ページ等に出すのは控えておいた方がよい、と
いう考えであります。ホームページに出すと、
だれでもすぐにアクセスできるという点で、プ
ラス、マイナス双方がありますので。フェイス・
トゥ・フェイスで、来られた方のスキル等を聞
いた上で、情報を提供するケースも多い。相談
者のニーズにきちんと応えるという点が重要だ
と感じております。ある意味でのマッチングで
すね。
原田　トモシアのボランティアセンターとの関
係はどうですか。
高橋　福祉関係の専門的情報はお持ちなので、
われわれは他のジャンルの情報提供や、アオー
レ長岡にいるので行政情報はより豊富かもしれ
ませんので、そういう情報を提供・相談する。
お互いのノウハウの部分の情報を共有すること
が必要かなと思います。ただ、同じことをやっ
てもしょうがないと思うので、きっちりと棲み
分けしたうえで、協働することが必要でしょう。
原田　わかりました。それでは宇佐美さん、ボ
ランティアセンターとして、どうされますか。

◉ ＜いいね!＞＝＜共感＞がボランティアの輪を
つくる!

宇佐美　先ほど米山先生が言われた点で、「自
発的な意思をどうやって助長していくか」とい
うことですが、これが重要だと思います。先々
週、全国ボランティア・フォーラムが開催され、
今日と同じようなテーマで行われました。
　そこで登壇された、大手の広告代理店企業の
方が、いまの若者を動かすには、フェイスブッ
クとかLINEで「いいね！」という答え方があ
りますが、それと同じような感じで「それだ！」
というところがキーワードになる、と発言して
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いました。これは、要するに、＜共感＞の表現
ですね。同じ目的に対して自分も同感するから
自分も参加したいといった部分、輪をつくって
いくにはこういったところが大事になるのでは
ないかと思います。
　もう１つは、先ほど原田先生がおっしゃられ
た＜きっかけ＞です。何でも良いと思うのです。
まったく違うアプローチ、ジャンルで、こっち
が声をかけて。ここでいえば、トモシアに来て
もらって、こういった活動もあるからというの
を知ってもらって、共感を得る。それで活動の
輪が広がっていくのかなと考えています。
　そういったところで、皆さんからミッション
を与えられましたが、やることは山積みなので
すが、まずはトモシアにきていただいて、そこ
で何かしらの活動の広がりを見せていければ、
と考えおります。

◉ 学生の自発的意思を引き出すボランティア
情報の発信を!

原田　ありがとうございました。ボランティア
センターにはぜひ頑張っていただきたいと思い
ます。新しい人、若い人が参加するという意味
では、それこそ長岡には３大学１高専がある。
前々から、新市長も言われていますが、私から
みるとそれを活用した大した施策はない。です
から、例えば、長岡大学は小さい大学ですが、
長岡技大などはすごく学生は多いわけです。造
形大も高専もあるし、高校生だっている。若者
の数は多い。しかし、なにをすれば、地方創生
に資するのかわからない。
　１つ、この大勢の学生にどんなボランティア
の情報発信し、学生の参加を募るか。学生の自
発的意思を引き出すような情報発信をボラン
ティアセンターにやっていただく。ぜひ、ご検
討いただきたい、そう感じでおります。長岡大
学は、ボランティア大学を目指して今後も進ん
でいきたいと考えておりますので、連携・協働
を充実させていきたいと考えております。
　本日は、長時間ありがとうございました。こ
れでシンポジウムは終了とします。（拍手）


